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攻撃行動などの問題行動を呈する犬の神経機構

～食餌療法と新たな行動修正療法の有効性～

　　　　　　　　麻布大学大学院獣医学研究科

動物応用科学専攻　博士後期課程　動物共生科学分野　介在動物学
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要約

　近年・犬は単なるペットからコンパニオンアニマル（伴侶動物）に変化し・家族の一員

として室内で飼育されることが主流となった。その結果，人と動物は必然的により密度の

濃い時間をともに過ごすことになり、無駄吠え、分離不安、攻撃行動、破壊行動、不安症

などといった問題行動が飼い主にとってより深刻な問題として表面化してきた。日本にお

ける犬の年間咬傷事故件数は4000件以上にも上り、攻撃行動により放棄される犬の数は多

く、安楽死に至る犬の数も少なくない。ゆえに、攻撃行動は、人と犬双方の生命をおびや

かす深刻な社会問題であり、攻撃行動の生理学的メカニズム解明および解決策は、人と動

物の関係において非常に重要である。

　行動は神経および液性調節機構の相互作用によって制御されており、問題行動の背景に

は神経伝達物質の変化が報告されている。末梢および中枢において、神経伝達物質の一つ

であるセロトニン（以下5－HT）濃度と攻撃性には相関があることが犬を含む多くの動物種

において知られている。また、視床下部のセロトニン受容体が活性化することによってHPA

軸が刺激されると報告されている。攻撃的な犬は、社会刺激に対して高いHPA軸活性を有

することから、高い血漿中コルチゾール濃度を有することが報告されている。以上のよう

に、攻撃行動とストレスとの密接な関係が報告されている。ゆえに、本研究では、末梢か

らのアプローチによって、ストレスがおよぼす犬の攻撃行動への影響を検証し、攻撃行動

緩和の方法を構築することを目的とした。

　5・HTには日内変動があることがラットや人などで知られているが、犬における5－HTの
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日内変動の研究はない。また、ストレス負荷によって、血中セロトニン濃度が上昇するこ

とが知られている。そこで第1章において、5・HTの日内変動を調べ、攻撃行動を呈する犬

とない呈さない犬との日内変動を検証した。その結果、犬の血漿中5・HT濃度には日内変動

があり、さらに、攻撃行動を呈する犬は血漿中5・H：T濃度が有意に高いことが明らかとなっ

た。欝病患者、統合失調症患者、自閉症患者において、日内変動の異常があることが多く

の研究で報告されているが、攻撃行動を呈する犬の血漿中5・HT濃度には日内変動の異常は

見られなかった。不安関連の問題行動を呈する犬も血漿中5・H：T濃度が高いことが知られて

いる。さらに、ストレス負荷によって、セロトニン濃度が高くなることが知られているこ

とから、攻撃行動を呈する犬はストレス状態にある可能性が示唆される結果となった。そ

こで、第2章では、ストレスに対する脆弱性を弱めるための療法食を実験食として用いて、

攻撃行動緩和の効果を給与試験によって検証した。飼料栄養組成は犬の行動に影響を与え

ることが知られており、一定の栄養素の摂取によってストレスに対する脆弱性に影響を与

えることが知られている。実験食は、L・トリプトファンとαカソゼピンが配合されており、

どちらもストレス緩和の効果が報告されている。動物病院での爪切りをストレッサーとし

て用い、ストレスに対する脆弱性への実験食の効果を尿中コルチゾール／クレアチニン比

（UCCR）によって検証した。ストレス後UCCRは、基礎UCCRに比べて有意に高い値を

示し、動物病院での爪切りがストレスをもたらすことが分かった。ストレスによるUCCR

の増加は、コントロール食給与中に比べて、実験：食給与中に有意に低い値を示したことか
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ら、実験食によるストレス緩和の効果が明らかとなった。また、Canine　Behavioral

Assessment　and　Researcll　Questionnatre（C・BARQ）を行動学的指標として用いた結果、

「見知らぬ人への攻撃」および「不安関連の問題行動」には有意な改善を示したが、　「飼

い主への攻撃」には有意な改善を示さなかった。第2章の結果より、「飼い主への攻撃」に

対して改善効果のある新たな行動修正療法の構築が必要であると考えられた。そこで第3

章では、「ハンドリング」と「ホールディング」からなる新たな行動修正療法による攻撃行

動緩和の効果を検証した。C・BARQおよびAggression　testを行動指標として用いた結果、

「飼い主への攻撃」および「見知らぬ人への攻撃」に有意な改善が示された。行動修正療

法後の血漿中5・HT濃度は行動修正療法前に比べて有意な減少を示したことから、ハンドリ

ングとホールディングは5・HT濃度に影響を及ぼすことが示唆された。5・HT濃度が減少し、

ストレスが緩和され、正常レベルに戻ったことで、攻撃が緩和されたと考えられる。行動

修正療法前後の血漿中ノルアドレナリン（NA）に有意差は見られなかった。血漿中アドレナ

リン（AD）は優位差はなかったものの、減少が見られた。　AI）のみの有意な上昇は心理的スト

レスの負荷による効果と考えられている。しかし、本実験では、ADの減少が見られたため、

犬は心理的ストレスを受けておらず、リラックスしていたと考えられる。以上のことから、

ホールディングは、嫌悪刺激ではなく、快刺激である可能性が高いことが明らかになった。

　第4章では第1章～第3章の結果を基に、攻撃行動などの問題行動を呈する犬への食餌

療法および行動修正療法の有効性と神経機構への影響を考察した。攻撃行動を緩和するに
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は、ストレス状態を解消することが重要であることが明らかとなった。　「ハンドリング」

と「ホールディング」からなる行動修正療法は、効果が高く、有用であることが明らかと

なった。しかしながら、飼い主が高齢である場合などのようにホールディングを行うこと

自体が困難であるケースも多いに考えられる。そのような場合には、第二の選択肢として、

食餌療法を用いることが可能といえるだろう。本実験で得られた結果は、犬の攻撃行動緩

和において有用性の高いもので、飼い主と犬双方にとっての福祉につながり、ひいては、

咬傷事故を減少させることによって、社会にとっての利益につながると考えられる。

4



　緒論

　現代社会は高齢化と核家族化が進んでおり、犬や猫を中心とする小動物は家族の一員

（伴侶動物）として生活に癒しやうるおいを与え、人々の健康と精神衛生に大きな役割を

果たしてきた（Jagoe＆Serpe■，1996；WeUs，2009；Walsh，2009）。

　犬は歴史的に最も古くから家畜化された動物として知られる。犬の家畜化の時期、目的

および経緯はいまだ議論をされているが、人間の住居等を見張り、野獣などの接近・侵入

を防ぐための番犬として利用されたり、狩猟のために利用されたのが家畜化の始まりと考

えられている（Clutton・Brock，1995）。ドイツのOberkassel遺跡から犬のものと思われ

る下顎骨が発見されたことから、その家畜化の歴史は少なくとも約1万4千年以上前にさ

かのぼる（Davis＆Vala，1978；Nobis，1979）。さらに、北イスラエルのEin　Mallaha遺

跡で老人と仔犬の骨格が一緒に埋葬され，屈曲姿勢で横たわった人の手は仔犬の胸の上に

置かれていたことから、1万2千年前からすでに犬が人にとっての伴侶動物であり、重要な

存在であったことが推測される（Davis＆Valla，1978）。日本における平成21年度の犬の

登録頭数は1232万頭に達し（ペットフード協会、2010）、平成21年度の日本の未成年者

人口の2308万人の半数（総務省、2010）を超えている。しかしながら、全国の自治体に放棄

される犬の頭数は年間11万頭にもおよび、8万頭もの犬が毎年殺処分されている（環境省、

2010）。

　近年、愛玩動物からコンパニオンアニマル（伴侶動物）への変化とともに室内飼育が主
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流となってきた（ペットフード協会、2010）。その結果，人と動物は必然的により密度の

濃い時間をともに過ごすことになり、無駄吠え、分離不安、攻撃行動、破壊行動、不安症

などといった問題行動が飼い主にとってより深刻な問題として表面化してきた（Beaver，

1994）。Voith＆Marder（1988）は、「問題行動とは、飼い主が容認できない行動、ある

いは、動物自身または飼い主の財産を傷付ける行動のいずれかに該当するものである」と

定義した。しかし、飼い主のみならず、他人に迷惑となるような行動も問題行動とされて

いる。すなわち、問題行動は以下の3種のカテゴリーに大別される。

　1．本来持つ行動様式を逸脱するような異常行動、常同障害や強迫障害など。

　2．動物が本来持つ行動様式の範疇にありながらもその多寡が正常を逸脱する行動、性行

　　動や摂食など。

　3．その多寡が正常を逸脱しないまでも人間社会と協調されない行動、警戒庖障等など。

このうち3番目のカテゴリーに分類される問題行動が非常に多いことが知られている（森

と武内，2004）。侵入者の気配に対する警戒砲障は犬にとってきわめて正常な行動である

が、近隣に住む人々にとっては問題行動として受け止められる。また、住宅街から離れた

田舎の一軒家のような環境では警戒胞障は深刻な問題とならないかもしれないが、日本の

都市部のように密集した住宅街では、近所から苦情が寄せられ、深刻な問題行動となりや

すい。このように、正常な行動であっても人間社会の中ではその行動が問題となり、生活

環境や飼い主の性格によって、問題行動の認識は大きく変わってくるのである。つまり、
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どういつだ行動が問題となるかは飼い主の主観によって異なるということである。それゆ

えに、犬と人がより良い関係を築いていくためには、問題行動を正しく認識し、対処して

いく必要がある。

　　Salman　et　al．（2000）によると、問題行動は、飼育放棄の理由として最も多くあげら

れている。さらに、動物保護施設に収容される犬に最も多い問題行動は攻撃行動だと報告

されている（且oupt　et　a1．，2007；Salman　et　al．，2000）。日本においても、成犬の放棄理由

として、人に対する攻撃行動が15％を占めている（愛媛県動物愛護センター、2011）。国

々によって安楽死される犬の数に違いはあるものの、問題行動によって安楽死される犬の

数は多く、問題行動による安楽死の半分以上は攻撃行動によることが多くの研究によって

報告されている（Stead，1982；Spencer，1993；Patrollek　et　aL，1996；Hart，1981）。この

ように、攻撃行動は飼い主にとって深刻な問題であり、場合によっては飼育が困難になり、

結果的に放棄し、安楽死をするケースも少なくない。

　日本における犬による年間咬傷事故数は20年前に比べ約半数まで減少してきているが、

依然として年間4000件以上の咬傷事故が発生している（環境省、2010）。この数字は行政

機関への届出から把握されたものである。犬の咬傷事故において、犠牲者の多くは犬の飼

い主であるとの報告があり（K：izer，1979；Whght，1990）、飼い主が行政機関に咬傷事故の

届け出を出すことは稀である（Guy　et　al．，2001）。よって、行政機関への届出がされてい

ないものも含めると相当数に上ると考えられる。また、犬による咬傷での年間死亡者数
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は、1から4人に上り（環境省、2010）、依然として深刻な問題であるといえる。このよ

うに、犬の攻撃行動は、飼い主とその家庭だけの問題として軽視することはできない深刻

な社会問題としての側面も持っている。

　犬の攻撃行動の要因は複雑で、遺伝的素因や動機付け、適応的な学習行動、時にはある

種の疾病まで加わり（Reisner，1997）、攻撃の種類として、縄張り性攻撃、捕食性攻撃、

優位性攻撃、恐怖性攻撃、同種間攻撃、母性的攻撃、占有性攻撃などがある（Houpt，1979；

Hart，1980；Beaver，1983；Borchelt，1983；Blackshaw，1985；Blackshaw，1991；Reisner，

2003）。攻撃性を引き起こす疾病は、関節炎（Houpt＆Beaver，1981）、甲状腺機能低下

症（Aronson＆Dodman．，1997；Beaver，2003）、水頭症（Jones　et　a1．，1996）、皮膚炎（

Wynchank＆Berk，1998）などがあげられ、遺伝的要素の高い攻撃性に、スプリンガース

パニエルなどにみられる激怒症候群のような特発性攻撃がある（Podberscek　and

Serpell，1996；Reisner，2003）。

　問題行動の改善には、行動修正療法、医学的療法、薬物療法がある。攻撃行動の改善に

は行動修正法が幅広く行われてきた。行動修正療法とは、学習理論によって、不適釦な動

物の行動を望ましい行動に変化させるための手法である。動物の問題行動治療において主

力となっている行動修正法には、古典的条件付け、オペラント条件づけ、馴化や系統的脱

感作などがある。古典的条件付けとは、中性的な刺激が生理的反射を引き起こす刺激「無

条件刺激」（UIlconditioned　stimulus）とともに繰り返し呈示されることによって、単独で
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もその生理的反射を引き起こすようになる現象をいう。パブロフ型条件付け、あるいはレ

スポンデント条件付けとも言われる。例えば、犬に「無条件刺激」として「餌」を提示す

ると、「無条件反応」として唾液の分泌が起こる。餌を与える際に中性刺激であるベルの音

を聞かせることで、中性刺激は「条件刺激」（Conditioned　stimulus）となり、最終的にベ

ルの音を犬に聞かせるだけで「条件反応」（Conditioned　response）として唾液の分泌が促

される（Maz叫1999）。オペラント条件づけとは、ある自発的に生じた行動に対して強化

子あるいは罰子を付随提示することによって、その行動の発現が増減（増える場合を強化、

減る場合を罰）することである（内田と菊水．，2008）。道具的条件づけ、スキナ一型条件

づけまたはオペラント学習とも呼ばれる。オペラント条件付けにおいて、動物にとって快

刺激になるもの、報酬性のあるものは強化子となり得る。例えば、遊び、餌、おやつ、お

もちゃなどがあげられる。反対に、嫌悪刺激となるもの、回避行動などを生じさせるもの

は罰子となり、チョークカラー、電気ショックカラーなどがある。

　攻撃行動治療に医学的療法を用いる場合もあり、その中心は雄の去勢である。犬歯切断

術が用いられる場合もあるが、対症療法に過ぎず、通常は行動修正療法の補助として用い

られる。

　近年、向精神薬などによる薬物療法は攻撃行動の治療において幅広く用いられるように

なった。攻撃行動はすべてが学習の結果というわけではなく、それゆえ学習法を用いる行

動修正療法のみで攻撃性を抑制するのは不十分であると考えられているためである。フル
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オキセチン、パロキセチン、セルトラリン、フルボキサミンといった選択的セロトニン弓

取り込み阻害薬（SSRI）は優位性攻撃行動の抑制に用いられ（Dodman　et　al．，1996）、ク

ロミプラミンといった三環系抗欝薬は分離不安や強迫性障害に用いられてきた（King　et　a1．，

2000；Hewson　et　a1．，1998）。優位性攻撃行動や特発性攻撃が痙攣性疾患と関連するという

確証はないものの（Patterson　et　al．，2005；Berendt　et　al．，2008）、フェノバルビタールと

いったバルビツール系の抗てんかん薬は突発性攻撃行動の治療に有効であるとの報告があ

る（Dodman　et　al．，1992）。しかしながら、これら薬物療法は、未だ模索段階にあり、攻撃

行動の根本的解決策として確立されているわけではない。生理学的な問題があって攻撃行

動が生じている可能性がある場合には、薬物療法が唯一の治療法になることもある。

　犬が過剰なストレスにさらされると、中枢神経系の活動およびホルモン分泌が増加する。

ストレスが持続することによって、攻撃行動、肢端性舐炎、恐怖症、破壊行動、無駄吠え

などといった不安関連の問題行動が生じると言われている（McEwen，2005；：Koolhaas，

1997）。攻撃的な犬は、ストレスや不安サインを示すことが多い、と多くの研究で報告され

ており（Bamberger　and　Houpt，2006；Reisner　et　a1．，2007；Rosado　et　al．，2010）、高濃度の

血漿中コルチゾール濃度を呈することが知られている。このように、ストレスと攻撃性と

の密接な関連が示唆されている。

　犬の攻撃行動を緩和するためには、攻撃行動の生理学的メカニズム解明に焦点をあて、

解決策を探ることが必要である。末梢からのアプローチによって、ストレスがおよぼす犬
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の攻撃行動への影響を検証し、攻撃行動緩和の方法を構築することを目的とした。そこで、

本研究では、第1章において、攻撃性との関連が報告されている神経伝達物質であるセロ

トニン（5・HT）濃度の日内変動の有無について調べ、さらに攻撃行動を呈する犬に日内変

動の異常があるのかを検証した。その結果をもとに、第2章においては、ストレスマネー

ジメントのための療法食による攻撃行動緩和の効果を検証した。第3章においては、ハン

ドリングとホールディングからなる新たな攻撃行動修正療法の有効性を検討した。第4章

では第1章～第3章の結果を基に、総合考察を行った。
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第1章

攻撃行動を呈する犬と呈さない犬の血漿中5・HT濃度および日内変動の比較

第一節緒論

　動物は生命の維持あるいは種族維持のため多様な行動を発現する。動物行動は脳のニュ

ーロン活動に基づく神経調節機構と物質的な背景を持つ液性調節機構の相互作用により制

御されている。動物の生命活動や行動を作り出す神経情報は、多数のニューロンがシナプ

スと呼ばれる接続を介して繋がり、神経回路網を形成することから産み出されている。こ

れら神経回路のシナプスでは、「神経伝達物質」によって情報が伝えられる。神経伝達物質

はニューロン間の接点すなわちシナプスで放出される化学物質であり、アミノ酸、モノア

ミン、可燃性ガス、アセチルコリン、神経ペプチドに分類される。モノアミン神経伝達物

質には、ドーパミン（以下DA）、ノルアドレナリン（以下NA）、アドレナリン（以下AD）、

セロトニン（以下5・HT）の4種類がある。モノアミンは、その構造に基づいて、カテコー

ルアミンとインドールアミンの2つのグループに分類される。DA、　NA、　ADは、カテコー

ルアミンであり、5・HTはトリプトファンから産生され、インドールアミンに分類される。

　問題行動の背景には、5・H：T、DA、　NA、　ADなどの神経伝達物質の分泌異常や代謝異常

などが報告されている（Rogeness　et　al．，1992；Gregg＆Siegel，2001）。5・HT神経系は血

管収縮、平滑筋への刺激、末梢神経系および中枢神経系の神経伝達に作用する（Kema　et　aL，
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2000）。ヒト（Brown　et　al．，1979；Placidi　et　aL，2001）や多くの動物種において（且igley

et　a1．，1992，1996；Mehlman　et　al．，1994；Cases　et　a1．，1995；Reisner　et　al．，1996）、5・HT

と攻撃性との関連が指摘されている。ラットの脳脊髄液中5・HT濃度と高い頻度の攻撃性表

出の間には負の相関が存在したことが知られている（Van　Der　Vbgt，　et　aL，2003）。また、

攻撃的な犬の血清中5・HT濃度は攻撃性のない犬に比べ有意に低い濃度を有することが知

られている（Cal血。首lu　et　al．，2007，　Rosado　et　aL，2010）。さらに、血中と脳脊髄液中5・HT

は供給源および機能が異なるにもかかわらず、人および人以外の動物において血中5・HTと

脳脊髄液中5・HTの正の相関が報告されている（Sarrias　et　aL，1990；Y塒et　al．，1993；

Sa’nchez　et　a1．，2008）。

　近年、時間薬理学（薬物動態や薬物への感受性に及ぼす生体リズムの影響に関する研究）

や、時間治療学（疾患の病態にみられる日内変動を考慮し、治療に応用する研究）に関す

る研究が急速に進歩している。日内変動は光パルスや暗パルスによって約24時間の周期で

変動する。体温、心拍数、血圧、ホルモン分泌、覚醒や睡眠には生理的リズムが存在し

（Czeisler　et　al．，1999）、心的状態も24時間周期で変動することが知られている（McClung．，

2007）。5HTには日内変動があることがラット（Sanchez　et　aL，2008）や人　（Czei81er　et

aL，1999；Tan　et　al．，2007）などで知られている。また、欝病患者、統合失調症患者、自閉

症患者において、日内変動の異常があることが多くの研究で報告されている（Pietraszek，　et

a1．，1992；Tsujino　et　al．，2007；Tan　et　aL，2007）。しかしながら、犬においては5・HTの日
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内変動を明らかにした研究はなく，本稿が最初である。犬においては、夜間の脳脊髄液中

5・HT濃度が低くなるため攻撃的になりやすいとされるジキル＆ハイド症候群が逸話的に

語られているが、科学的検証はない。犬の5・HTの日内変動の有無および攻撃行動を呈する

犬における日内変動異常の有無を明らかにすることによって、攻撃行動の新たな診断法や

治療法につながると考えられる。

　以上のことから、第1章では、犬の血漿中5・且T濃度の日内変動の有無について検証し、

攻撃行動を呈する犬における日内変動異常の有無を検証した。
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第2節　方法

2・1供試動物

　一般家庭および麻布大学獣医学部介在動物学研究室で飼育されている攻撃行動を呈する

犬5頭（雌1頭、雄4頭、平均年齢4．8±0．9、攻撃行動を呈さない犬5頭（雌3頭、雄2

頭、平均年齢6±2．0）を供試動物とした（Table　1）。1歳未満の犬、神経疾患の既往歴の

ある犬、行動修正療法を受けた犬、向精神薬の投与歴のある犬、妊娠犬は除外した。攻撃

性の評価にはCanine　Behavioral　Assessment　and　Research　Questio㎜aire（C’BARQ）

（Hsu　and　Serpen，2003）を用いた。　C・BARQは犬の問題行動の度合や有病率を評価する

『犬の行動解析システム』である。特定の質問を用いることによって、見知らぬ人への攻

撃（全10問）、飼い主への攻撃（全8問）、見知らぬ人への恐怖（全4問）、非社会的恐怖

（全6問）、接触過敏性（全4問）といった項目を評価することができる。全質問は0から

4の5段階のスケールで回答され（0＝なし、1＝ときどき、2＝しばしば、3＝たいてい、4

＝いつも）、項目ごとの平均値で評価を行った。見知らぬ人への攻撃または飼い主への攻撃

のスコアが1以上の犬を実験群とし、全ての項目のスコアが1未満の問題行動を呈さない

犬をコントロール群とした。
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TaMe　l

Freed，　sex，3ge　of　the　dogs　enro1量ed　in　the　study．

M＝male，　NM＝neutered　male，　F＝fbmale，　NF＝neutered　fbmale．　D＃1～5＝Non－aggressive　dogs．

ID＃6～10＝Aggressive　dogs．

ID Breed Sex Age Aggression

1 Standard　Poodle F 3 No

2 Shiba NF 4 No

3 Flat　Coated　Retriever 岬 7 No

4 Labrador　Retriever M 7 No

5 Mh丘ature　Bull　Terrier ㎜
3 No

6 Standard　Poodle 醐
2 Yes

7 Shiba M 13 Yes

8 Labrador　Retriever F 4 Yes

9 M㎞iature　Bull　Terrier NM 3 Yes

10 Miniature　Bull　Te㎡er 醐
8 Yes

2－2実験手順

2・2・1血液採取

　血液採取は昼夜の長さがほぼ等しい春分前後に行った。採血馴致を含め採血に対するス

トレスを最小限にとどめるように配慮した。採血時間は、8：00、10：00、12：00、14：

00、16：00、18：00、20：00の2時間毎に設定した。左右前肢を交互に、僥側皮静脈か

ら1．5mL採取した。採取した血液は：EDTA入りチューブに入れ、静かに撹搾し、即ちに氷

中で保存した後、遠心分離器で4℃、1000gで15分間遠心分離した。血漿は分注し、・80℃
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で保存した。

2・2・2血漿中5・HT濃度の測定

　血漿中5・H：Tの抽出は、Fukui　et　al．（1993）の方法を一部改変して行った。さらに、Ohtani

et　a1．（1999）の方法を一部改変して高速液体クロマトグラフィー（HPL、C）を用いて5・HT

濃度を測定した。1001工しの血漿、除蛋白のための1001山の0．5moyL過塩素酸、内部標準

物質として10pL、のisoproterenol　hydrochloride（100p　g！uL，）を限外ろ過装置　（Amicon

Centr血ee；Milhpore）に注入し、15秒間ボルテックスした後、4℃、2000　g、15分間で

遠心分離した。上清をオートサンプラー用のバイアルに注入してH：PLC分析を行った。

Waters　Alliallceシステム　（e2695セパレーションモジュール、2465電気化学検出器）

（Waters　Corp，　M丑fbrd，　USA）を用い、グラッシィカーボン作用電極に＋0．4　Vの電位をかけ

てH：PL，C分析を行った。データ処理にはEmpower　Proソフトウェア　（Waters

艶chnologies，㎜ord，　USA）を、逆相カラムはEICOMPAK，　CA・50DS、2．1×150　mm

　（EICOM，　Kyoto，　Japan）を用いた。移動相（80％0．1Mリン酸緩衝液、50mg1L　EDTA・2Na，

400mg1Lオクタンスルホン酸ナトリウム、20％メタノール）はpH　6．0に調節し、

0．15mUminの流速で分析した。
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2・2・3　統計解析

　郡内および群間の2時間ごとの経時変化および群間比較を、Repeated　measure　ANOVA

を用いて重複測定分散分析を行った。結果は全て平均値±標準誤差で表し、p＜0．05を有意

差ありとした。統計ソフトはOMS　Statce12（オーエムエス出版，：埼玉）を使用した。
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第3節　結果

3・1血漿中5・HT濃度の日内変動の群内比較

　12時間の血漿中5・HT濃度変動をFig．1に示した。コントロール群の血漿中5・1｛T濃度は、

1．01ng！mしから41．02nglmL，の範囲で、実験群の血漿中5・HT濃度は、3．181191mしから

93．99nglmLの範囲にあった。両群において、有意な日内変動が見られた（Repeated

measure　ANOVA，　F＝6．5，　df＝1，　p＜0．05）。実験群ではコントロール群と異なる日内変動

が見られた（repeated　measure　ANOVA，　F＝17．44，　df＝6，　p＜0．01，）。また、実験群の

血漿中5－H：T濃度はコントロール群に比べて有意に高い濃度を示した（repeated　measure

ANOVA，　F＝3．61，　df＝6test，　F＝p＜0．05）。
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Fig. 1

Levels of serotonin in plasma of the aggressive and non'aggressive dogs over a 12'hr

period. Each value represents the mean ± SEM of 4 determinations performed in

duplicate. Black and white stripes of top of the graphic represents the dark and light

duration ofthe natural photoperiod.
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第4節　考察

　本実験では、犬の血漿中5・H：T濃度の日内変動の有無について調査し、攻撃行動を呈する

実験群と問題行動を呈さないコントロール群を比較することにより、攻撃行動を呈する犬

に5・HTの日内変動に異常があるのかどうかを明らかにした。

　本実験で得た血漿中5・HT濃度は、1．01ng！mLIから93．99nglmLの範囲であった。この

結果は、先行研究と一致する（Riva　et　al．，2008）（Table　2）。

　実験群、コントロール群ともに有意な日内変動を示したことから、犬の血漿中5・且T濃度

にも日内変動が存在することが明らかとなった。他の動物における5・HTの日内変動では、

2点の最大ピークが早朝および日没直後に見られたことから、5・HTの日内変動が明暗条件

によってコントロールされている可能性が報告された（Sanchez　et　al．，2008；Paredes　et　a1．，

2006）。しかしながら、本実験においては、2点のピークが10時（日の出から約4時間後）

および18時（日没から約1時間後）に見られたことから、血漿中5・HT濃度の日内変動は

明暗条件によってコントロールされているとは言えなかった。

　攻撃行動を呈する犬はコントロール群に比べて高濃度の血漿中5・HT濃度を示したこと

から、5・HT神経系が攻撃行動に深く関わっていると言えるだろう。本章の結果は、血漿中

5・HT濃度と攻撃性とに相関があるとした先行研究（Zhou　et　al．，2006）の結果とも一致す

る。以上のことから、血漿中5・HT濃度は、攻撃行動の研究におけるパラメーターとして、

また、診断基準として役立っと考えられる。Riva（2008）は、不安症の犬は（36．64119／mL）
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コントロール犬（5．94nglmL）に比べて有意に高い血漿中5・HT濃度を有すると報告してい

る。攻撃行動を呈する犬は不安症を呈する犬と似た神経機構を有する可能性があると考え

られる。先行研究においても、攻撃行動を呈する犬は、高濃度のコルチゾールを有するこ

とが知られており（Rosado　et　al．，2010）、視床下部のセロトニン受容体が活性化すること

によってHPA軸が刺激される（Bagdy；1996）との報告もある。以上のように、攻撃とス

トレスとの強い関連がさらに示唆される結果となった。

Table　2

Plasma　concentrations（means±SD）in　d曲rentβpecies　of　semセ）㎡n（5－HT）a㏄ording

to　the　literatuαe8．

Plasma（nglmD ：Ref6rences

Do9 171．0±14．6 Da　Prada　and　Picotti．（1979）

5．94±3．20 Riva．（2008）

且uma11 4．7±0．6 Benedict　et　al．（1986）

Rabbit 6．69±1．70 Da　Prada　and　Picotti（1979）

Mice 8．75土0．15 「Yamamoto　et　al．（1986）
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第2章

食餌療法による攻撃行動および不安関連問題行動への効果の検証

第1節　緒論

　不安症は犬の主な問題行動の一つであることはよく知られており（Beata　et　al”2007）、

第1章でも述べたように、これらの問題行動は飼い主やその家族にとって深刻な問題とな

っている．不安は、ストレス状況に対処できない時に発生する心的状態である．したがっ’

て、ストレスに対する脆弱性を弱めることによって、攻撃行動や不安関連の問題行動を緩

和する可能性が高いと考えられる。

　飼料栄養組成は犬の行動に影響を与えることが知られている。引っ越し、車での移動、

赤ちゃんの誕生、動物病院での診察といった特定の状況や急性ストレスが想定される状況

下では、一定の栄養素の摂取によってストレスに対する脆弱性に影響を与えることが知ら

れている（Lehnert　et　aL，1984；Grilnmett＆Sillence，2004）。神経伝達物質は行動を制御

し、栄養組成の変化はこれらの前駆物質の供給量に影響を与える。神経伝達物質の分泌や

受容をコントロールし、伝達障害を調節する向精神薬は行動障害の治療に広く用いられて

きた。しかしながら、中毒性や副作用への心配により多くの犬の飼い主は向精神薬の使用

に積極的ではない。栄養素は薬に比べて毒性や副作用が少ない。よって、栄養素による行

動障害の管理は犬とその飼い主双方にとって有益なものである。

　αカソゼピンの生理的作用は、ベンゾジアゼピン系抗不安薬と多くの相似点を有する。ガ
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ンマアミノ酪酸（GABA）と親和性を有し（Miclo，　et　aL，2001）、脳内のベンゾジアゼピン

受容体と親和性を有することからGABAの活性を強化する（Beata　et　aL，2007）。　GABA

は不安やストレス要因の障害に抑制作用をもたらす神経伝達物質として広く知られている

（Sanacora　et　al．，2007）。　Beata（2007）は、α・カソゼヒ。ンとコントロール抗不安作用分子

である塩酸セレギリンとの比較研究において、犬のEDED（Emotional　Disorders

Evaluation　on　Dogs）行動スコアは両群において同等であったと報告している。

　アミノ酸は神経伝達物質生成の前駆体であり、L・トリプトファンは5・且Tの前駆物質であ

る（Femstorm，1983）。トリプトファン投与によって脳内5・HT合成が増加することがラ

ット（Aschcroft　et　al．，1965）および人（Eccleston　et　aL，1970）で古くから知られている。

トリプトファンによって誘発された脳内5・HT作動活性は、気分、攻撃性、ストレス耐性と

いった多くの行動に影響を与える（L、eathwood，1987；van　Hierden，2004；K：oopmans　et　al．，

2005）。De　Napoh　（2000）は、　Lトリプトファン1LNAA比の高い食餌が犬の行動に影響

を与えると報告している。

　第1章の結果から、攻撃行動を呈する犬は不安症を呈する犬と似た神経機構を有する可

能性が考えられ、攻撃とストレスとの関連が示唆された。ゆえに、第2章では、ストレス

マネージメントのための療法食を用いて、一般家庭犬の不安関連の問題行動および攻撃行

動への効果を検証した。実験食の主要成分は、動物の情緒の制御に影響を与える栄養素を

配する組成となっている。落ち着き効果を期待した成分α・カソゼピン（jbr　dogs　under　15
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kg：20　mg・kg・1・day・1）、および高しトリプトファン1LNAA比（Trp1LNAA比＝0．048）が

配合されている。

　コルチゾールはストレス状況下においてその濃度が上昇することが報告されている。

（Beerda　et　a1．，1998，1999；Vincent＆Michel，1992）。身体的および心理的ストレスは、

犬の唾液中および尿中コルチゾール排出を上昇させる（Dreschel＆Grang鋤2005；

Belgamasco　et　al．，2010；且orvath　et　a1．，2007）。尿中コルチゾール濃度のモニタリングは、

非侵襲的な犬のストレス指標として有益である（Beerda　et　aL，1996）。尿中コルチゾール濃

度の定量的測定は尿中コルチゾール1クレアチニン比（以下UCCR）によって求めることが

できる。多くの先行研究によって、犬において、引っ越しや動物病院での診察といったス

トレス状況下においては、UCCRが増加することが知られている（van　Vbllderen　et

al．，1998；Beerda　et　a1．，1998）。

　　実験食はストレスが想定される環境における犬の心理的マネージメントへの適応に役

立っような組成となっている。動物病院での診察は多くの犬にとってストレスの多い状況

として報告されている（vall　Vbnderen　et　al．，1998）。そこで、本章では、動物病院での爪

切りをストレッサーとして、ストレスに対する脆弱性への実験食の効果をC・BARQおよび

UCCRを用いて検証し、ストレス緩和による攻撃行動への効果を明らかにした。
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第2節　方法

2・1供試動物

　一般家庭で個別飼育されている不安レベルの高い犬44頭（雌21頭、雄23頭、平均年齢

4．02±0．34、平均体重二5．96±0．56kg）が参加した。1歳未満の犬、神経疾愚の既往歴

のある犬、行動修正療法を受けた犬、向精神薬の投与歴のある犬、13kg以上の犬、妊娠犬

は除外した。不安レベルの高い犬のみを用いるため、初期スクリーニングにおいて、

C・BARQ（H8u＆Serpen，2003）の答えが0または1のみの個体は除外した。参加した44

頭のうち、28頭（雌14頭、雄14頭、平均年齢4．32±2．02、平均体重＝529±3．23kg）

が給与試験を完了した（Table　3）。16頭が試験を中止または脱落した（全体の36．36％）。

試験中止・脱落の理由は以下のとおりである：治験フードとは関係ない理由（引っ越し、飼

い主の入院など）4頭、投薬を始めたため＝2頭、治験フードを食べない＝3頭、健康状態

の悪化（治験フードが原因ではない）＝3、治験計画の不遵守＝4。
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Table 3

Breed, gendez age, and weight of the dogs enrolled in the study

ID Breed gender Age Weight

1 Chihuahua 9 1 1.9

2 Chihuahua 6 2 1.8

3 Chihuahua 3 8 3.2

4 Chihuahua 9 7 3.1

5 Chihuahua 9 3 1.5

6 Chihuahua 9 1 1.4

7 Chihuahua 6 3 2.2

8 Chihuahua 6 5 4

9 Chihuahua 9 5 4.2

10 Chihuahua 8 5 2.2

11 Chihuahua 3 2 4.3

12 Chihuahua 3 6 4

13 ToyPoodle g 3 4

14 ToyPoodle 9 5 3

15 Shiba 3 4 8.9

16 Shiba 9 4 7.3

17 JackRusselTerrier 3 3 7

18 MmiatureBul1Tenier 3 5 11

19 MiniatureBullTenier 3 5 10.7

20 MiniatureDachshund 9 2 4.8

21 MmiatureDachshund 9 5 5

22 MiniatureDachshund 9 7 5

23 Maltese & 8 2.8

24 WelshCorgiPembroke 9 4 9

25 WelshCorgiPembroke 9 1 12.6

26 Mix 3 6 4.8

27 Mix 9 5 8.6

28 Mix 9 6 9.8
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2・2実験手順

2・2－1　給与試験

　一重盲検クロスオーバー給与試験をコントロール食を用いて行った。実験食とコントロ

ール食はフードA、フードBと記載した白いパッケージに封入することによって、実験期間

を通して、中身がどちらのフードか飼い主に分からないようにした。ロイヤルカナン社製

のメインテナンスフード（Vbts　planセレクトスキンケア）をコントロール食として使用し

た。実験食およびコントロール食の栄養分析値はTable　4のとおりである。それぞれのフー

ドは8週間給与し、前のフードから新しいフードへ切り替える際には、1週間の移行期間を

各フードの給与間に設けた。飼い主には実験食またはコントロール食のみを1日2回（朝、

夕）給与するように指導した（Fig．2・1）。給与期間中は全ての副食の給与を行わないよう

飼い主に指示した。
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Table　4．　Analyzed　nutrient　composition　of　the　diets．

Nutrients Diet

Studyb（g！kg　dry　matter） Control　c（g／kg　dly　matter）

Dry　ma“er（91娠9） 920．0 920．0

Ash 78．26 56．52

NFEa 459．78 54L30

Protei11 271．74 239．13

Fat 173．91 152．17

Crude　fiber 16．3 10．87

Linoleic　acid 35．65 41．30

Arachidonic　acid 0．76 0．54

IsoleUC血e 9．78 10．11

LeUC血e 18．7 17．5

Phenyla1㎞e 10．43 8．26

Tyrosille 8．37 9．02

Valille 12．07 12．5

Tηptophan 3．04 2．83

alpha－casozepin 1．35 0

aCalculated　N隔丘ee　extract．

bStudy　diet，　Royal　Canin’s　CALM　C㎜

cControl　diet，　Royal　Canin’s　SELECT　SKm　CARE　VETSPLAN（JPN）

2－2・2アンケートによる行動評価方法

　食餌療法による行動への効果を検証するため、各フードを給与7週後、飼い主によって

C・BARQ（H：su　alld　Serpe11，2003）への回答が行われた。各項目毎の平均値で評価をした。
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2－2－3　採尿

　それぞれのフードの給与7週後、UCCR測定のために2回の採尿を行った。1回目の採尿は

動物病院来院から2時間後に家庭内にて飼い主によって行われ、PostストレッサーUCCRと

した。2回目の採尿は家庭での安静時（特別なイベントやストレス状況がない日）に飼い主

によって行われ．基礎UCCRとした。2回目の採尿は日内変動を避けるため、1回目と同じ

時間帯に実施するよう依頼した。採取した尿は家庭用冷凍庫で凍結した上で、後日、冷凍

タイプの宅急便にて送ってもらい、一20℃にて分析まで保存した。

2－2－4UCCR分析

　尿中コルチゾール濃度分析は酵素免疫測定法（A8say　desiglls，　Inc．，　MI，　USA）を用いて、

抽出はせず、直接法にて測定した。尿中クレアチニン濃度の測定にはJa脆反応を用いた。

2－2－5　統計解析

　　コントロール食投与中と実験食投与中のCBARQによる点数はそれぞれの項目で平均

し、pah℃d　t・testを用いて比較した。また、　pah｝ed　t・testを用いてコントロール食および実

験食内の基礎UCCRおよびPostストレッサーUCCRを解析した。フード間の比較には、

Bonfbrronmunn　testを用いて多重比較検定を行って神経活性の変化を比較した。結果は

全て平均値±標準誤差で表した。
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第3節　結果

3・1各フード間における行動の比較

　アンケート調査によって得られたC・BARQによる行動指標のスコアはTable　5に示した。

「飼い主への攻撃」（paired　t・test：n＝28，　tニ0．61，　P＝0275）を除くすべてのパラメータ

ーにおいて、実験食給与中の平均値はコントロール食給与中に比べて有意な減少を示した

（paj匝ed　t・test：n＝28，　P＜0．05）。

Table　5．　OwnerTeported㏄ores　on　5　comparable　questionnah燈fhctors丘pr　dogs　that

we】re　fbd　the　colltml　diet　or　the　study　diet（n＝28）．

Scores　were　measured　on　a　5－point　scale：0（not　per飴㎜ed）to　4（excessive）．　Paired　t－tests　were　used

to　exam㎞e　diffヒrences　between　the　control　and　the　study　diet　groups．

Parameter Contro1 Study Result Pah・ed　t－test　w虹ue

Mean SEM Mean SEM
StrImger－directed

@　　　　o≠№X「eSSlon

1．25 0．22 0．85 0．20 sign岨cance P＝0．014，t＝2．44

р?≠P5

Owner－directed

@　　　　　　・@　ag9「eSSlon

0．47 0．07 0．43 0．07 Non・signi丘cance P＝0．275，t＝0．61

р?≠P7

S廿Imger－directed

@　　　色ar

1．51 0．22 1．15 0．14 signt丘cance P＝0．014，t＝3．08

р?≠Q2

Non－social　fbar 1．44 0．22 1．20 0．23 signi丘cance P＝0．031，t＝2．00

р?≠P7

Touch　sensitivity 1．34 0．14 1．01 0．12 signt丘cance P＜0．001，t＝3．56

р?≠Q5
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3・2各フード間におけるUCCRの比較

　　基礎UCCRは、12．84×10・6から75．04×10・6の範囲を示した。各フードにおける基

礎UCCRに有意差は見られなかった（patred　t・test：n＝28，　P＝0．26）（Fig．2・2）。実験食

給与中のPostストレッサーUCCR（32．17±0．21×10・6）は、コントロール食給与中のPost

ストレッサーUCCR（39．61±0．3×10・6）に比べて有意に低い値を示した（paired　t・test：

n＝28，P＜0．01）。
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Fig．2－2　Means　and　standard　ermrs（SEM）of　urine　cortisol　to　creatinine　ratio（UCCR）fbr

dogs　that　were　fbd　the　control　diet　and　the　study　diet（n＝28）．　Paired　t－tests　were　used　to

examine　differences　between　the　control　and　study　diet　groups．
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第4節　考察

　　本研究のクロスオーバー給与試験では、実験食の給与によって、「見知らぬ人への恐怖」、

「非社会的恐怖」、「接触過敏性」、といった特定の不安関連の問題行動が緩和された。過去

の研究では、トリプトファン添加した食餌の給与は不安関連の問題行動に有意な改善を示

さなかった（Bosch　et　al．，2009）。不安レベルの高い犬のみを対象犬とした点がBosch　et　a1．

の研究と本研究が異なる点である。この条件の違いにより、トリプトファン添加による不

安緩和の効果がより大きく作用した可能性が考えられる。

　実験食およびコントロール食において、ともに動物病院来院後のUCCRは基礎UCCRよ

り高い濃度を示した。この結果は、van　Vonderen　et　al．（1998）の研究結果とも合致してい

る。動物病院での爪切りはストレスの高い状況だと考えられる。実験食給与によって、動

物病院来院といったストレッサーによるUCCR増加を減少させることとなった。実験食は

効果的にストレス耐性を改善させたといえるだろう。

　第1章の結果から不安と攻撃性との関連性が示唆されたゆえに、不安レベルの緩和は攻

撃行動の緩和につながるのではないかと仮説を立てたが、実験食は「見知らぬ人への攻撃」

は改善させたものの、「飼い主への攻撃」には改善を示さなかった。Blackshaw（1991）の

研究によると、支配性攻撃行動は、家族のメンバーを対象とし、恐怖性攻撃行動は、見知

らぬ人や子供を対象としていた。それゆえに、本研究における「飼い主への攻撃」は、恐

怖性攻撃ではなく、支配性攻撃だった可能性が高かったかもしれない。また、c－BARQの
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「飼い主への攻撃」に関する8問の質問のうち、4問が玩具やフードに関連する攻撃である

ため、占有性攻撃が高かったと言える。「見知らぬ人への攻撃」は、身を脅かす状況におい

て発現することが多いことから（Perez－Guisado　et　al．，2009）、本研究における「見知らぬ

人への攻撃」は、見知らぬ人を近づけないようにする防御的行動であり、不安や恐怖に関

連していた可能性が高いと考えられる。これらの違いが、実験食の給与が「飼い主への攻

撃」に効果を示さなかった理由の一つかもしれない。実験食は、不安や恐怖に関連する攻

撃性に対する緩和効果が高いと考えられる。第1章で述べたように、犬の攻撃には、縄張

り性攻撃、捕食性攻撃、優位性攻撃、恐怖性攻撃、同種間攻撃、母性的攻撃、占有性攻撃

など様々な種類の攻撃行動がある（Blacksha礪1991）。実験食の攻撃行動への効果を明らか

にするには、攻撃の種類の特定に配慮した研究が必要である。

　近年、薬物療法は問題行動の治療法として用いられてきた。しかしながら、多くの飼い

主は薬による副作用、中毒性、退薬症候を心配している。薬物依存は、行動治療薬の長期

投与によって生じることがある。これらのことから、犬の飼い主は天然由来のものを好む

傾向がある。本研究においても、実験期間中、全ての犬において嘔吐、嗜眠、下痢といった副

作用は見られなかった。向精神薬と異なり、実験食は安全であり、必要な場合は一生使い続けるこ

とができる。また、薬の投与が苦手な犬は多く、抵抗する犬に薬を投与することは飼い主にとっては

大きな負担となる。食餌療法は毎日の食事として気軽に行うことができる点が大きな利点である。こ

のように、食餌療法による攻撃行動や不安関連の問題行動の緩和は飼い主にとって有益な方法
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であるといえよう。加えて、不安症や恐怖症（特に「見知らぬ人への恐怖」）は、健康や犬の寿命に

負の影響を与えることが知られており（Dresche1，2010）、食餌によるストレスマネージメントおよ

び不安関連の問題行動の緩和は、犬の健康や寿命にも貢献することが期待される。
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第3章

ハンドリングとホールディングを用いた行動修正療法の有効性の検討

第1節　緒論

　第2章において、α・カソゼピンおよび高トリプトファン！LNAA比を配合した実験食によ

る食餌療法は、「見知らぬ人への攻撃」は改善させたが、「飼い主への攻撃」には改善を示

さなかった。そこで、第3章では、ハンドリングとホールディングを用いた行動修正療法

の効果について検討した。

　犬の訓練は、軍用犬の訓練に用いられた系統だった方法から始まり、陰性強化を主とす

る方法が1980年代後半まで広く用いられてきたが、パブロフやスキナーの学習理論に基づ

いた陽性強化トレーニングが1990年代前半に欧米から伝わると、日本でも正の強化のみを

用いる陽性強化法が主流となってきた。陽性強化法とは、犬の自発的な良い行動に対して

フードや玩具などの強化子（快刺激）を与え、さらに良い結果を誘導する反応強化法であ

る。近年、正の罰子（弁別刺激によって誘発されたオペラント反応の出現確率を嫌悪刺激

によって低めること）を用いる陰性強化は適切ではないとされる傾向がある。

　マウズィング（甘噛み）、咬みつき行動、そしてニッピング（前歯で軽く噛むこと）は、

幼い子犬にとって正常な行動であり自然な行動である。飼い主にめったに咬み付いてこな

い子犬は、咬みつきが良くない行動だということを学習する機会を失ってしまう。咬む力

をコントロールするといった学習経験もないまま、成犬になってしまうことになる。こう
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した犬の咬みつき傾向は、青年期や成犬になって突然、恐怖性攻撃行動や防御的攻撃行動

として発現する可能性がある。子犬の咬みつきにおいて問題となるのは、咬みつきを制止

した後でもなお、そうした行動を続けることにある。したがって、飼い主は、この咬みつ

き行動を抑制するよう子犬に教える必要がある。Dunbar（2003）は、子犬の咬みつきには

ハンドリングレッスンが極めて有効であり、青年期に達してからの攻撃行動の予防となる

と述べている。ハンドリングとは人に触られることに馴化させるための行動修正法である

（Pedersen＆Jeppesen，1990；Sighieri　et　al．，2006）。新生子期のハンドリングや適度な刺

激は、情緒的安定に影響を与え、ストレスの脆弱性を弱めることがラットや犬で知られて

いる（Nunez　et　aL，1997；Gazzano　et　al．，2007）。また、　Sighie㎡et　al．（2006）は、

臨界期にハンドリングを受けた犬は、動物の福祉の行動指標とされている探索行動をより

多く行ったとの報告をしている。しかしながら、多くの飼い主はハンドリングを十分に、

または適切に行っておらず、そのため、子犬の咬みつき行動をコントロールできないまま、

青年期を迎え、攻撃行動という深刻な問題へと発展してしまうことが多い。

　ホールディングは犬を仰向けにして保定することによって犬の抵抗や咬みつきを抑制す

る行動修正法であり、拘束静止法とも呼ばれる。攻撃性のある子供にホールディングセラ

ピーを行うと攻撃性が緩和されたことが明らかとなっている（Myeroff　et　a1．，1999）。しか

しながら、犬との主従関係を築くためにホールディングを用いることは、威圧的な嫌悪刺

激であると考えるトレーナーが多い。一方で、正しい主従関係を築くためにホールディン
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グは有効であると考えるトレーナーも多い。そもそも、ホールディングが嫌悪刺激である

かどうか、ということ自体が明らかなっていない。Grandin（1992）によると、自閉症、

不安症、そして接触過敏性において、ホールディングセラピー（抱っこ療法；身体拘束療法）

は、不安緩和において有効であると報告している。体を締め付けることによって受けるデ

ィープタッチプレッシャーが、極度の不安状態を緩和し、心的状態を落ち着かせる作用が

ある。ホールディングによる自閉症患者への落ち着き効果は他の多くの研究でも明らかに

なっている（Imamura　et　a1．，1990；Edelson　et　aL，1999；McClure＆Holtz・Ybtz，1991；

Blah｝s　et　al．，2007）。　Tagaki＆Kobagasi（1956）によると、抱きしめながら触るディープ

タッチプレシャーは心拍数や呼吸数を減少させ、表面を軽く触るライトタッチプレッシャ

ーは、心拍数や呼吸数の増加を生じさせると報告している。これらのことから、ホールデ

ィングは嫌悪刺激ではなく、不安を緩和する快刺激である可能性が考えられる。

　生体が危害や脅威にさらされると、ストレス反応として生理学的変化が生じ、中枢神経

系は次の2つの内分泌反応を引き起こす。ストレッサーは神経回路に作用し、下垂体前葉

からの副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）の放出を刺激し、副腎皮質からのグルココルチコイ

ドを放出する。また、視床下部への不快刺激により交感神経系を活性化して交感神経末端

から神経伝達物質であるNAおよびADを放出させる。

　本章では、ハンドリングとホールディングからなる新たな攻撃行動修正療法の有効性を

行動学的指標および生理学的指標を用いて検討した。行動学的指標としては、第1章でも
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用いたC・BARQに加えてAggression　testを採用した。生理学的指標として、第1章で明

らかになった攻撃行動を呈する犬の血漿中5・HT濃度の傾向を基に、実験開始前後の血漿中

5・HT濃度を比較した。また、ホールディングによるストレスを調べるために、血漿中CA

（NA，　AD）の測定を行った。先述したとおり、人に対する攻撃行動によって放棄される犬

の数は多く、安楽死される犬の数も少なくない。そこで、実験：前後に飼い主の犬への愛着

度を調べるLexington　Attachment　to　Pets　Scale（］LAPS）を行った。　LAPSは、　Johnsonet

al．（1992）によって開発された、ペットに対する愛着を測定する自記式の尺度である（桜

井，2003）。これらの客観的評価を用いて新たな行動修正療法構築のための要因を検証した。
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第2節　方法

2・1供試動物

一般家庭および麻布大学獣医学部介在動物学研究室で飼育されている攻撃行動を呈する犬

10頭（雌2頭、雄8頭、平均年齢2．0士2．4）を供試動物とした（Table　6）。1歳未満の犬、

神経疾患の既往歴のある犬、行動修正療法を受けた犬、向精神薬の投与歴のある犬、妊娠

犬は除外した。ID＃10の飼い主が4週目に脱落し、9頭（雌2頭、雄7頭、平均年齢2．2±

2．5）が実験を完了した。脱落した飼い主による脱落理由は、「犬の世話が困難なため犬を放

棄したい」であった。

Table　6．　Br㏄d，　Age，　gender，　neutering　status　of　the　dogs　enroIIed　i麹tbe　s加【dy．

Mrmale，　NM＝neutered　male，　F＝fbmale，　NFrneutered　fbmale．

m Breed Age Gender ID Breed Age Gender

1 Maltese 1 M 6 Mi1豆ature　Bull　Terrier 0．5 M

2 Chihuallua 0．6 M 7 Pomera㎡a11 3 NF

3 M辻Uature　Bull　Terrier 1 NM 8 Shiba 0．8

4 M㎞iature　Bull　Terrier 8
㎜

9 Labrador　Retriever 4 NF

5 Mi㎡ature　BuU　terder 0．5 ㎜
10 Shiba 1 M
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2－2実験手順

2・2－1行動修正方法

　ハンドリングとホールディンからなる新たな行動修正療法の行動学的および生理学的効

果を検証するため、5週間の行動修正プログラムを行った。プログラムではGazzano　et　a1．

（2008）の方法を参考にして、飼い主に犬のハンドリングを指導した。ハンドリングでは、

膝の上で犬を仰向けにした状態で、耳から始まり、頭部、鼻、口、首、胴、背中、足、尾

まで体全体にディープタッチプレッシャーを加えながら触った。ハンドリング中に犬がリ

ラックスできるよう、犬に静かに話しかけるよう飼い主に指導した。犬がハンドリングに

抵抗する場合、飼い主がホールディングを行い、強制的に遂行させた。プログラムを飼い

主が確実に遂行するため、開始日から1週毎に個人指導を麻布大学（神奈川県相模原市淵

野辺1・17・71、7号館306教室）にて行った。各家庭においても、各個体15分からなる1

セッションを飼い主が1日2回行った。プログラムの実施は同一の飼い主によって終始行

われた。

2・2・2アンケートによる行動評価方法

　行動修正プログラムによる行動への効果を検証するため、実験開始日（pre）および実験

終了日（post）にC・BARQ（Hsu＆SerpeU，2003）の「飼い主への攻撃」および「見知らぬ

人への攻撃」の2項目を用いて、飼い主にアンケート調査を行った。項目ごとの平均値で評価
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を行った。

2・2・3行動テストによる行動評価方法

　C・BARQのように、飼い主によって評価を行う間接方法と、動物の行動を直接観察して

評価を行う直接法では、スコア・に差異が生じる、との報告があることから、直接法である

Netto＆Planta　（1997）のAggression恥stに改変を加えた11項目（Table　7）を実験開始日

（pre）および実験終了日（post）に麻布大学（神奈川県相模原市淵野辺1・17・71、7号館306

教室）にて実施した。テスト中の行動は、デジタルビデオカメラ（JVC　GZ・HD500・S）を用

いて録画した。全項目はA・5point　Gutmann・scale（DeVblhs，1991）を用いて、1から5の5

段階のスケールで採点された（1＝攻撃行動なし、2＝捻る、および1または吠える、3＝歯

をむく、4＝空咬み（離れた距離から噛む動きをみせる）、5＝噛む、または噛む意志を持

って攻撃する）。これらの採点法によって、項目ごとの平均値で評価を行った。1～5の項目は、

「飼い主への攻撃性」を評価する項目、6～11は「見知らぬ人への攻撃性」を評価する項目と

なっている。実験室の様子はFig．3・1に示した。犬に飼い主の手が届かない程度の距離に飼い

主用の椅子を設置した。そうすることによって、飼い主に犬が飛びついたり、飼い主が犬を撫で

たりするのを防いだ。Aggression艶8tで用いた偽物の手（art迅cial　hand）には、棒が付いてお

り、シャツの袖で自分の手を隠すことによって、偽物だと分かりにくいようになっており、多く

の行動テストで用いられている（0’Farrell，1986；Mugfbrd＆Gupta，1984）。
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Table 7. The Aggregsion 'Ilest (Netto and Planta, 1997)

Subtest Description

'

Presenceof

theowner

1 Theownerplaystug'of'warwithhis/herdogfor1minusingan

unfamiliartoy.

Yes

2 Usingtheartficialhand,theownerpullsawaythedog'sfeeding

bowlfilledwithcommercialbrandofdrydogfood.

Yes

3 Theownerpushesthedogoveronitsbackandtriestoholditin

thispositionwithonehandortwohandsplacedonthedog's

breast.

Yes

4 Theownerholdsthedog'smuzzlewithtwohands. Yes

5 Theownerbrushesdogandtrimthedog'stoenail. Yes

6 Atest'personstaresatthedog. Yes

7 Unfamiliarpersonapproachesandpetsthedogwithanartificial

hand.

Yes

8 Usingtheartficialhand,atest'personpullsawaythedog's

feeclingbowlfilledwithcommercialbrandofdrydogfood

Yes

9 Exposuretoloudnoiseproducedbyrattlmgmetalcanshidden

behindascreen.

No

10 Unfamiliarpersonrepetitivelyopensandclosesanumbrellain

thedirectionofthedog.

No

11 Atestpersonapproachesthedogveryrapidlyandstaresatthe

dog.

No
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2・2・4】』e血gton　Attac㎞ent　to　Pet8　Scale（以下、　LAPS）

　実験開始日および実験終了日に、飼い主に、犬への愛着を測定するためのLAPSの23項

目からなる質問に対し、「まったくそう思わない」から「とてもそう思う」の4段階で回答

する。LAPSの得点範囲は0～69点であり、得点が高いほどペットに対する愛着が強いこ

とを表す。

2・2・4　血液採取

　血液採取は実験開始日および実験終了日に行った。僥側皮静脈から1．5mL採取した。採

血馴致を含め採血に対するストレスを最小にとどめるように配慮した。第1章において、

攻撃行動を呈する犬の10：00の5・HT濃度はコントロール群に比べ有意に高い濃度を示し

たことより、10：00前後を採血時間に設定した。採取した血液はEDTA入りチューブに入

れ、静かに撹搾し、即ちに氷中で保存した後、遠心分離器で4℃、1200gで3分間遠心分離

した。血漿は分注し、・80℃で保存した。

2・2・5血漿中5－HT濃度の測定

　血漿中5・HT濃度の測定は第1章の手順と同様に行った。
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2・2－6血漿中CA（NA，　AD）濃度の測定

　血漿中CAの測定は、既法（Ohtani　et　al．，1997）に基づき、高速液体クロマト

グラフィー　（HPLC）を用いてノルアドレナリン（NA）およびアドレナリン（AD）濃度

を測定した。一80℃で保存していた血漿を常温解凍した。セパコールカラム（SUPELCO

F且tration　Tubes）内にフィルター（Polyethylene　Frits）を入れ、アルミナ15mg、1。5M

トリスバッファ（EDTA　2NA含）1000μLI、　DHBA（2pg！FL，、内部標準物質）5pL、、血液

100pL、を加え、さらに超純水を900｝fL入れ、これを温めないようにしながら撹拝（45秒

撹搾し15秒冷却×5）した。アスピレーターを取り付けて洗浄を行い、セパコールカラム

内のアルミナに吸着している成分以外を洗い流した。洗浄を10～15回行った後、4℃、

1000gにて3分間遠心分離し脱水した。マイクロチューブにフィルターを取り付け、パラ

フィルムで固定し、これを脱水したセパコールカラム下部に付け替えた。0．1N過塩素酸

200FL、を加えてアルミナを上部に飛ばさないようにボルテックスで30秒間撹拝したのち、

氷中で30分間静置した。これを4℃、1000gにて3分間遠心分離した。濾液をオートサン

プラー用のバイアルに注入してHPLC分析を行った。　Waters　Alhallceシステム　（e2695

セパレーションモジューール、2465電気化学検出器）（Waters　Corp，　MiHbrd，　USA）を用い、

グラッシィカーボン作用電極に＋0．45Vの電位をかけてHP五C分析を行った。移動相（90％

0．1Mリン酸緩衝液、50mg1L　EDTA・2Na，500　mg！Lオクタンスルホン酸ナトリウム、10％

メタノール）はpH　6．0に調節し、0．10ml／minの流速で分析した。
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　データ処理にはEmpower　Proソフトウェア（Waters艶chnologies，　Mi1飴rd，　USA）を、

逆相カラムはEICOMPAK，　CA・50DS、2．1×150　mm（EICOM，　Kyoto，　Japan）を用いた。

2・2・9　統計解析

　C・BARQ、　Aggression田est、　LAPSの比較には、　paired　t・testを用いて実験群の実験前

（pre）と実験後（post）の結果を比較した。また、　Aggressiodbstの結果に基づき、分類

した2群の群間比較をMann・Whitney’s　U　testを用いて行った。生理学的指標である血漿

中5・HT濃度および血漿中CA濃度の比較にも、pah℃d　t・testを用いて実験群の実験前（pre）

と実験後（post）の結果を比較した。　LAPSの群内比較を行うため、　Schef正b’8　F　testを用

いた。
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第3節結果

3・1C・BARQの結果

　「飼い主への攻撃」、「見知らぬ人への攻撃」のどちらにおいても、有意な改善が見られ

た（paired　t・test，飼い主への攻撃：t＝2．31，dfニ8，　p＜0．01，（Fig．3・2）；見知らぬ人への攻

撃：t＝3．95，df＝8，　p＜o．01，（Fig．3・3））。
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Fig．3・2．　Owller・reported　8core80n　owner・dhected　aggressioll　fbr　dogs　enro皿ed　jb　the

8tudy（n＝9）．

Scores　were　measured　on　a　5－point　scale：0（not　perfbrmed）to　4（excessive）．　Pah・ed　t－tests　were　used

to　examine　dif飴rences　between　pre　and　post　behavioral　treatment．
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Fig．3・3．　OwnerTeported　8cores　on　stranger・directed　aggression最）r　dog8　enro皿ed　in　the

8tudy（n　＝9）　．

Scores　were　meas1πed　on　a　5－point　scale：0（not　pe㎡b㎜ed）to　4（excessive）．　P釦red　t－tests　were　used

to　exam㎞e　diffbrences　between　pre　and　post　behavioral　treatment．

3・2Aggression　Tb8tの結果

　実験後のAggression覧stの「飼い主への攻撃性」のスコアは、実験前と比べて有意に低

い値を示した（paired　t・test，　t＝5．66，　df＝8，　p＜0．01）（Fig．3・4）。実験後の「見知らぬ人

への攻撃性」のスコアも、実験前と比べて有意に低い値を示した（paired　t・test，　t＝2．68，　df

＝8，p＜0．05）　（Fig．3・5）。
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differences between pre and post behavioral treatment.
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1（no　aggression）to　5（biting　and　or　attacking）．　Paired　t－tests　were　used　to　examhle　diffbrences

between　pre　and　post　behavioral　treatment．

3・3　実験前と実験後の］LAPSの比較

　実験前と実験後のL、APS値に有意差は見られなかった（pahled　t・test，　t＝0，　df＝8，　p＝

0．05）。途中で実験から脱落したID＃10の犬の飼い主のLAPS値は、実験前が20．7、脱落

時が18．4と他の飼い主に比べて低い値を示した（Mam・Whitney’s　U　test，　P＜0．01）（Fi昏

3・6）。
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頭r★
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＃1～＃9　p＜0．01

3－4実験前（Pre）と実験後（Post）の血漿中5・RT濃度の比較

　実験後の血漿中5・HTは、実験前と比べて有意に低い濃度を示した（pah1ed　t・test，　t＝2．67，

df＝7，　p＜0．05）　（Fig．3・7）。
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3・4実験前（Pre）と実験後（Post）の血漿中CA濃度の比較

　実験後の血漿中NAは有意差が見られなかった（paired　t・test，　NA：t＝1．2，　df＝8，　p＞

0．87）。血漿中ADは、有意差は見られなかったが、実験前と比べて減少が見られた（AD：t＝

0．29df＝8，　p＞0．61）　（Fig．3・8＆Fig．3・9）。
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第4節　考察

　本章では、ハンドリングとホールディングからなる新たな攻撃行動修正療法の有効性を

明らかにするために、行動修正療法前後のC・BARQ、　Aggressio11艶st、5・HT濃度、　NA濃

度、AD濃度の変化を調べた。

行動修正療法前後の変化

く行動学的指標の変化〉

　行動学的指標として用いたC・BARQおよびAggression艶stの結果から、ハンドリング

とホールディングからなる行動修正療法は、「飼い主への攻撃」および「への攻撃」の緩和

に有効な行動修正療法であることが示された。第2章の食餌療法では「飼い主への攻撃」

に有意な改善を示さなかったが、本章の行動修正療法では有意な改善を示したことから、

優位性攻撃行動など、飼い主に対する攻撃にも緩和効果がある可能性が示唆された。「見知

らぬ人への攻撃」に対しても有意な改善を示したことから、不安関連の攻撃性や恐怖性攻

撃性にも緩和効果がある可能性が考えられた。

行動修正療法前後の変化

く生理学的指標の変化〉

　実験群の血漿中5・H：T濃度は、21．25且glmLから177．78nglmL，であった。この数値は、
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先行研究と同程度の濃度であった（Riva　et　al．，2008）。実験後の血漿中5・HT濃度が実験前

に比べて減少したことから、ハンドリングとホールディングによって、血漿中5・HT濃度は

低下し、攻撃行動も緩和されたものと考えられる。先述したように、ハンドリングおよび

ホールディングは、ストレスを緩和させたり、落ち着かせたりする効果があると多くの研

究で報告されていることから、5・HT神経系に影響を与えた可能性が考えられる。

　日常生活や種々の肉体的および精神的ストレス時における循環反応は、視床下部交感神

経副腎髄質系により調節されている。この視床下部交感神経副腎髄質系の活動度を推測す

る目的で，血中カテコラミン（CA）濃度の測定が多くの臨床および研究の場で用いられて

いる（『Ybghiayan，2001）。運動によるストレス負荷によって、　NAのみ上昇することが知ら

れている。また、心理的なストレス負荷後にCAのうちADのみ有意に上昇することが先行

研究により報告されており（Dimsdale＆Moss，1980；Lehmann　et　a1．，1982；Goldstei11，

2003；Wbber　et　al。，2007）、　ADのみの有意な上昇は心理的ストレスの負荷による効果と考

えられている。しかし、本実験では、行動修正療法前後で測定した血漿中ADは優位差は

なかったものの減少が見られたため、犬は心理的ストレスを受けておらず、リラックスし

ていたと考えられる。嫌悪刺激と考えられているホールディングを毎日行っていたが、ネ

ガティブな影響を受けていることを示す値はみられなかった。以上のことから、ホールデ

ィングは、嫌悪刺激ではなく、快刺激である可能性が高いことが明らかになった。

　Line＆Vbith（1986）は、飼い犬に攻撃性があるにもかかわらず、飼育放棄をしないで
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飼い続けた飼い主は、犬への強い愛着度があった、と報告している。本研究においても、

実験に参加した飼い主は、もともと犬に対する愛着度が強かったからこそ（LAPS値＝51．36

±2．0）、攻撃行動を緩和するためのプログラムに参加し、毎日の課題を5週間継続できた、

と推察できる。一方、実験を完了した9頭の飼い主における実験前後のLAPS値には有意

差がなかったことから、攻撃行動が緩和されても、飼い主の愛着度が増すわけではないと

考えられる。対照的に、3週間目にプログラムから離脱した飼い主のLAPS値は他の飼い主

に比べて有意に低い値を示した（実験を完了した飼い主の平均LAPS値＝51．36±2．0、離

脱した飼い主のLAPS値＝18．4）。飼い犬に対する愛着が低く、その結果、行動修正療法

を根気よく継続することが困難であった可能性が考えられる。

　実験開始から1週間後、ほぼ全ての飼い主から、「犬の攻撃行動が若干悪化した」、との

報告があった。これは、消去バーストによる影響であったと考えられる。消去バーストと

は、オペラント条件付けが成立した後、強化から消去に手続を変更した直後に、行動の反

応が増加することをいう（内田と菊水，2008）。その後、1週引下った時点では、飼い主

から、この主訴はなくなったことから、消去バーストだった可能性が高いと言える。この

ことから、ハンドリングとホールディングの行動修正療法を行う際には以下の点に留意す

ることが必要である。消去バーストが起こる可能性があること、攻撃行動がさらに激しく

なったとしても、行動修正療法を継続すれば、自然回復の過程を経ながら着実に攻撃行動

は消去の方向に向かう、という点を行動修正療法開始前に飼い主に詳しく説明することが
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重要である。また、強化子をたまに提示すると消去抵抗が強く働くため、消去の手続きは

徹底しなくてはならない（内田と菊水，2008）という点についても強調する必要があるだ

ろう。
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第4章　総合考察

　本研究では、攻撃行動の生理学的メカニズム解明に焦点をあて、攻撃行動と強い関連が

ある5－HTの末梢での日内変動や攻撃行動を呈する犬の血漿中5・HT濃度の傾向について解

明することを明らかにした。さらに、攻撃と不安との関連について検証し、ストレスに対

する脆弱性低下による攻撃行動への効果を検証した。また、新たな攻撃行動修正療法を用

いて、ハンドリングとホールディングの有効性を検討した。

　近年、犬と人との関わり方は様々に変化し、少子高齢化社会における犬は単なるペット

ではなく、大切な家族の一員として、人生の伴侶として存在そのものが重要視されるよう

に変化してきた。一昔前の日本では、犬は家の外に係留しての飼育が一般的であった。し

かしながら、住宅事情などの背景の影響もあって、犬を家族の一員として屋内で飼育する

ケースが増えてきた。このような飼育環境では、人と犬との距離が極めて密接になること

は避けられず、さまざまな問題行動が懸念されるようになった。問題行動の中でも、攻撃

行動は、死傷者の発生を伴うこともあり、飼い主のみならず、社会にとって深刻な問題の

ひとつである。また、咬傷事故に至った場合には安楽死という結末を迎えてしまうことも

少なくないため、犬にとっても生命を脅かす深刻な問題である。このような問題を招かな

いためにも、攻撃行動の予防および修正は非常に重要である。行動修正療法、薬物療法、

医学的療法が行われてきたが、効果的な改善法の確立が必要である。

　攻撃行動と5・：日Tとの関連がさまざまな形で報告されているが、犬における攻撃行動と
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5・HTとの関連は未だ解明されていない部分が多くある。5・1｛T神経系を理解し、攻撃発現

のメカニズムを解明することによって、適切な薬物療法や行動修正療法を確立できる可能

性が高いと考えられる。また、中枢での5・HT神経系をモニターすることは、犬の福祉を考

慮した際に難しい点があるため、末梢における5・H：T神経系と攻撃との関連を理解すること

は、診断や研究方法においてより現実的だといえよう。

　第1章では、攻撃行動を呈する犬の血漿中5・HTの日内変動について検証した。本研究に

おいて、犬の血漿中5・HTに日内変動が存在することが明らかとなった。日内変動は10時

（日の出から約4時間後）と18時（目没から約1時間）の2点のピークを伴い、この傾向

は、攻撃行動を呈する犬と問題行動を呈さない犬の両者に見られた。近年、投薬時刻の違

いによる薬物動態や薬効の差、その機序を明らかにする「時間薬理学」や「時間治療学」

の発展がある。攻撃行動の薬物治療の際に、選択的5・HT再吸収阻害薬（SSRI）などが選

択される場合があるが、本研究で得られた日内変動の結果を参考にすることは、有用であ

ると考えられる。

　また、攻撃行動を呈する犬は、コントロール群に比べて、高濃度の血漿中5・H：T濃度を示

した。ゆえに、攻撃行動のある状態では何らかの5・H：Tの代謝異常が生じていることが示唆

される。攻撃行動を呈する犬は、血小板中5・HTトランスポーター異常により、血小板への

セロトニン吸収増加が生じると報告されている（Rosado　et　aL，2010）。逆に、攻撃行動を

呈するヒトにおいては、血小板取り込みの低下が報告されている（Modai　et　aL，1989）。本
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研究の結果は、血小板5・H：Tトランスポーター異常による可能性があったかもしれない。ま

た、不安関連の問題行動を呈する犬は、高い血漿中5・且T濃度を有することが知られており、

攻撃行動を呈する犬は高濃度のコルチゾールを有することが知られている（Rosado，2010）。

これらのことから、攻撃と不安（ストレス）には関連があることが考えられる。

　そこで第2章では、ストレスに対する脆弱性を弱める組成の実験食を用いて、ストレス

緩和による攻撃行動への効果を検証した。「ストレス緩和の効果が報告されているLl・トリプ

トファンおよびα・カソゼピンによって、ストレスに対する脆弱性が弱められ、不安関連の

問題行動や攻撃行動を緩和できる」と仮説をたて、給与試験を行って、その効果を検証し

た。その結果、実験食は、「不安関連の問題行動」、「見知らぬ人への攻撃」を有意に改善し、

動物病院来院といったストレス状況下における不安を緩和する効果があることがわかった。

しかしながら、「飼い主への攻撃」には有意な改善が見られなかった。「見知らぬ人への攻

撃」は、恐怖性攻撃が多く、「飼い主への攻撃」は、優位性攻撃が多い（Reisneろ2003）、と

されていることから、攻撃性の種類によって、実験食による効果の違いがあることが推定

された。飼い主に対して、食べ物や寝床、家の中での社会的序列などへの優先権をめぐっ

て攻撃性を示すことを優位性攻撃（権勢症候群；アルファ症候群；domhlant聖gression）と

以前は定義していた（Borchelt＆Vbith，1996）。しかしながら、これらの攻撃は自信を伴って

ではなく、不安を伴って生じる様子が多く観察されることから、優位性攻撃と呼ぶことが

疑問視されている（Bradshaw　et　aL，2009）。また、飼い主への攻撃には葛藤関連攻撃が多く
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見られる。葛藤関連攻撃は、二つの感情が同時に起こり、不安を募らせた時に見られる攻

撃である。それゆえに、実験食による効果の違いは、攻撃性の種類の違いによるものとい

うより、不安の種類の違いに起因することが推定されたが、本実験では十分明らかにはで

きなかった。

　第2章の結果より、「飼い主への攻撃」に対して改善効果のある方法の構築が必要である

と考えられた。そこで、「ハンドリング」と「ホールディング」からなる新たな行動修正療

法による攻撃行動への緩和効果を検証した。新生子期におけるハンドリングによる効果に

ついては多くの研究で報告されている（Gazzano　et　a1．，2007；Sighieri　et　al．，2006）が、攻

撃行動を呈する成犬を用いたハンドリングの効果の研究はない。本研究で用いた「ハンド

リング」と「ホールディング」による行動修正療法は、C・BARQおよびAggression　Tbst

の結果、「飼い主への攻撃」および「見知らぬ人への攻撃」の双方に有意な改善効果を示し

た。このことから、ハンドリングとホールディングは、有効な行動修正療法であることが

明らかとなった。「ホールディング」は、嫌悪刺激であると考えるトレーナーも多い。しか

しながら、5週間ホールディングを継続しても、犬は心理的ストレスを受けていなかったこ

とが明らかになったことから、「ホールディング」は嫌悪刺激ではないことが示唆された。

近年、快刺激を用いた陽性強化法が好まれる傾向にあり、「ホールディング」は、陰性強化

ゆえにトレーニングに取り入れるべきではない、とする傾向もある。しかしながら、本研

究の結果から、「ホールディング」は、犬にとってストレッサーとはなっておらず、快刺激
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であることが明らかになったことから、有効な修正療法だと考えられる。

　攻撃行動改善に伴って、血漿中5・HT濃度は有意な減少を示した。このことより、血漿中

5・HT濃度はハンドリングおよびホールディングによって影響を受ける可能性が考えられ

た。先述したように、攻撃行動、欝病、自閉症、不安症においては5・HTの代謝異常が考え

られている。この代謝異常は先天的なものに由来するのか、行動によって影響されるのか、

ということは明らかとなっていない。自閉症発症には遺伝的因子の関与が示唆されてはい

るが、遺伝形式は不明である。5・ETトランスポーター遺伝子のプロモーター領域の多型が

自閉症に多いと報告されたが（Cook　et　aL，1997）、その後その相関を否定する論文が多く

出されている（Maestrini　et　aL，1999；Klauck　et　aL，1997；Persico　et　aL，2000）。自閉症は

遺伝的な要因に加えて、妊娠成立期・胎生期・乳幼児期の神経発達に関連すると思われる

環壌的要因が誘発に関わっていると言われている。成長過程における5・HT系メカニズムの

崩壊が自閉症でみられ、血小板の5・H：T吸収増加による高5・且T血漿が報告されている。「ホ

ールディング」は、ヒトにおいては、「ホールディングセラピー」または「抱っこ療法」と

も呼ばれ、自閉症児の不安緩和に用いられることがある。「ハンドリング」と「ホールディ

ング」は、5・HT取り込みに関する代謝異常に影響を与える可能性も考えられるだろう。

　攻撃は、主にオペラント条件付けの学習要素が高く、攻撃行動の修正には、学習で得ら

れた攻撃行動の消去過程を経て発現しないようにすることが必要である。「ハンドリング」

に抵抗する犬に「ホールディング」を行うことは、消去である。消去とは別の反応を新た
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に学習することで、忘却ではないということに留意する必要がある。よって、攻撃行動を

呈していた犬の攻撃行動を消去させることは可能であるが、攻撃の記憶を忘却することは

なく、再発する可能性があることを十分に留意するように飼い主に説明することが重要で

ある。

　攻撃行動を緩和するには、ストレス状態の解消が重要であることが明らかとなった。「ハ

ンドリング」と「ホールディング」による行動修正療法は、攻撃行動に効果が高く、有用

であることが明らかとなった。しかしながら、飼い主が高齢である場合などのようにホー

ルディングを行うこと自体が困難であるケースも多いに考えられる。そのような場合には、

第二の選択肢として、食餌療法を用いることが可能なことより、飼い主にとって選択肢が

広がる結果となった。本実験で得られた結果は、犬の攻撃行動緩和において有用性の高い

もので、飼い主と犬双方にとっての福祉につながり、ひいては、咬傷事故を減少させるこ

とによって、社会にとっての利益につながると考えられる。
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